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「こ
の
原
発
を
動
か
し
て
よ
い
の
か
？
・　
　
　
・

新
潟
県
原
発
検
証
委
員
会
を
め
ぐ
っ
て
」

池
内
了
論
文
　

『
世
界
』
６
月
号
（岩
波
書
店
）

「
三

つ
の
検
証
」
は
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
る

東
京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
発
（新

一
の
教
訓
を
柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全

潟
県
柏
崎
市
、
刈
羽
せ

は
１
号
機

一
性
に
活
か
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

（
１
１
０
万
絆
）
が
１
９
８
５
年
に

一
る
。
原
発
立
地
県
で
は
唯

一
の
設

稼
働
を
開
始
し
て
以
来
、
９
７
年

一
置
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
非
常

に
稼
働
し
た
７
号
機
（１
３
５
ｏ
６

一
に
大
き
く
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
Ｄ

万
ケ
じ
ま
で
７
基
の
原
発
を
抱
え
総

一　
具
体
的
に
は
、
①
事
故
原
因
、

出
力
８
２
１
万
隋
と
い
う
世
界
最

一
②
健
康
と
生
活

へ
の
影
響
、
③
安

人
の
原
発
基
地
で
あ
る
。　
　
　
　
　
一
全
な
避
難
方
法
の

「三
つ
の
検
証
」

１０
年
前
の
東
電
の
福
島
第
１
原
　
委
員
会
体
制
を
組
み
、
　
ョ
一
つ
の

発
で
発
生
し
た
苛
酷
事
故
の
影
響
　
検
証
」
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
検

で
、
い
っ
た
ん
は
日
本
の
原
発
は

一
証
総
括
委
員
会
が
発
足
し
て
い
る
．
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自
公
政
権
、
菅
白
公
政
権
の
原
発

一
術
委
員
会
は
、
２
０
０
２
年
、
東

再
稼
働

へ
の
強
い
意
欲
が
あ
り
、　

一
電
の
ト
ラ
ブ
ル
の
隠
蔽

。
改
ざ
ん

合
わ
せ
て
産
業
界
か
ら
の
原
発
再

一
事
件
が
発
覚
し
た
際
、
大
き
な
衝

稼
働
の
声
が
高
く
な
つ
て
、
ま
た

一
撃
を
受
け
た
平
山
征
夫
知
事
が
、

ぞ
ろ
原
発
の
安
全
神
話
が
復
活
し

一
原
発
の
安
全
性
を
主
体
的
に
検
討

つ
つ
あ
る
（．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
す
べ
く
０
３
年
に
発
足
さ
せ
た
。

そ
ん
な
中
で
熱
く
注
目
さ
れ
る

一
続
く
泉
田
裕
彦
知
事
は
、
０
７
年

の
が
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
　
の
中
越
沖
地
震
を
受
け
、
技
術
的

行
方
で
あ
る
。
表
記

・
池
内
了
論
　
側
面
だ
け
で
な
く
、
地
震
、
地
質
、

文
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
適
切
　
地
盤
に
関
す
る
小
委
員
会
と
設
備

な
分
析
、
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
．
・
健
全
性
、
耐
震
安
全
性
小
委
員
会

と
い
う
の
も
、
池
内
了
氏
は
、
新

一
ケ
一設
置
し
て
技
術
委
員
会
を
強
化

潟
県
が
設
置
す
る

一新
潟
県
原
子

．
し
た
。
１
１
年
の
福
島
事
故
を
受

力
発
電
所
事
故
に
関
す
る
検
証
総
　
け
、
泉
田
知
事
は

「事
故
の
検
証

括
委
員
会
一
⊇
会
員
長
で
あ
る
。
　
　
と
総
括
が
な
い
ま
ま
、
柏
崎
刈
羽

検
証
委
員
会
は
、
福
島
事
故
の
　
原
発
の
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
」

経
過
や
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
を
系

一
と
再
三
強
調
し
た
。
１
６
年
、
泉

統
的
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ

一
田
知
事
退
任
後
に
立
候
補
し
た
米

山
隆

一
氏
が

「二
つ
の
徹
底
的
な

ど
と
実
効
性
あ
る

検
証
」
を
公
約
に
掲
げ
、
自
公
推

薦
候
補
を
大
差
で
破
り
当
選
。
１

７
年
１０
月
に
現
在
の

「三
つ
の
検

証
一
委
員
会
体
制
を
、
１
８
年
１

月
に
検
証
総
橋
委
員
会
を
発
足
さ

せ
た
っ
泉
田
知
事
の
立
場
を

「三

つ
の
検
証
」
に
拡
大
し
た
。

現
在
の
自
公
推
薦
の
花
角
英
世

知
事
も

「二
つ
の
検
証
を
引
き
継

ぎ
、
そ
の
検
証
結
果
が
示
さ
れ
な

い
限
り
原
発
再
稼
働
の
議
論
を
始

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
ｃ

さ
ら
に
公
約
で

一検
証
結
果
を
踏

ま
え
て
、
市
町
村
、
関
係
機
関
な

討
を
行
う
」

「検
証
結
果
は
広
く

県
民
の
信
を
問
う
こ
と
も
呑
由
め
て
、

県
民
の
意
思
を
確
認
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
必
要
と
考
え
る
」
と
ま
で
踏

み
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
春
頃
か
ら
検
証

委
の
自
律
的
運
営
か
ら
議
論
を
急

が
せ
る
な
ど
県
の
担
当
部
局
の
態

度
が
変
化
し
て
い
る
（）
技
術
委
と

生
活
委
の
報
告
は
総
括
委
に
は
か

ら
れ
ず
知
事
に
提
出
さ
れ
る
。
技

術
委
の
中
心
的
委
員
の
再
任
拒
否

も
起
き
て
い
る
。　
Ｆ
一つ
の
検
証
」

は
重
大
な
局
面
に
あ
る
。

原
発
の
日
本
立
地
の
七
重
の
潜
在
的
危
険
⑦
ｌ
田

営
業
上
―
事
故
発
生
で
も
運
転
停
止
し
な
い
危
険

原
発
の
日
本
立
地
の
七
重
の
危
険
の
七
番
目
が
営
業
上
の

危
険
で
あ
る
。
日
本
の
電
力
会
社
は
、
原
発
を
世
界
有
数
の

地
震

・
火
山
列
島
に
立
地
し
な
が
ら
そ
れ
へ
の
安
全
対
策
は

措
置
し
な
い
一
方
で

「安
全
神
話
」
宣
伝
を
垂
れ
流
し
な
が

ら
原
発
を
運
転
を
す
る
営
業
上
の
危
険
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
典
型
が
、
事
故
が
起
き
て
も
運
転
を
停
止
し
な
い
危
険
で

あ
る
。
昭
和
６４
年
（１
９
８
９
）
１
月
１
日
午
後
７
時
２
分
、

東
京
電
力
の
福
島
第
２
原
発
３
号
機
で
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン

プ
の
水
中
軸
受
リ
ン
グ
脱
落
事
故
が
起
き
た
。
原
子
炉
内
な

ど
に
摩
耗
金
属
粉
等
の
発
生
量
は
３０
～
３３
霊
ヽ
残
存
金
属
片

は
最
大
４
個
貧
堅
人
重
量

‐
・
６

第
）
と
さ
れ
た
。
東
京
電
力
は
、

事
故
の
警
報
が
鳴
り
続
く
中
で
も
、
原
子
炉
を
止
め
ず
、
停

止
し
た
の
は
１
週
間
後
の
７
日
で
あ
つ
た
。
実
は
こ
の
目
が

定
期
検
査
入
り
の
日
で
あ
っ
た
。
し
か
も
東
電
が
こ
の
事
故

を
周
辺
白
治
体
に
通
報
し
た
の
は
２
月
に
入
っ
て
か
ら
だ
つ

た
。
住
民
運
動
が
こ
の
事
故
の
現
地
調
査
に
入
っ
た
の
は
、

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の
目
（２
月
２４
日
）
の
ユ開
目
で
あ
っ
た
。

◆
埼
玉
県
深
谷
市
の

一‐さ
く
ら

・

さ
く
ら
ん
ば
保
育
資
料
室
」

（第
１７
号
．
６
月
１５
日
発
行
）
紙

面
に
、

「げ
ん
ば

つ
」
（
３
月

号
）
で
紹
介
し
た
福
島
県
檎
葉

町
の
宝
鏡
寺
に

「非
核
の
碑
」

と

一原
発
悔
恨

・
伝
言
の
碑
」

の
ニ
ュ
ー
ス
が
ス
ナ
ィ
ブ
写
真

と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。
写
真

は
高
画
質
の
た
め
、

「げ
ん
ば́

つ
」
紙
よ
り
鮮
明
に
刷
り
上
が
つ

て
い
る
◆

「実
は
区
画
幣
理
の

た
め
、
や
む
な
く
弓

‐主
キ
一移
「

ま
し
た
ｃ
購
読
料
は
２
２
年
３

月
ま
で
払

っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
新
住
所

に
入
れ
て
く
だ
さ
れ
ば
有
難
い

で
す
」

「み
な
さ
ん
の
活
動
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
東
京
の
読

者
か
ら
便
り
。
事
務
局
の
斎
藤

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
帯
封
の

末
尾
に
読
者
の
み
な
さ
ん
の
紙

代
納
入
状
況
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
〓
ご
確
認
く
だ
さ
い
◆
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
対
象
の
ワ
ク
チ

ン
注
射
が
始
ま
り
、
柳
町
事
務

局
長
も
２
回
目
を
終
え
る
．


